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Metal poly(heptazine imide) (以下MPHI) 

は、近年、可視光を利用した光触媒とし

て注目が集まっている CN 材料の一つで

あるが、構造中に金属イオンを含むこと

に起因して、独特な物性を示す。MPHIは

安価かつ簡便に合成でき、優れた化学的・

熱的安定性をもつ。さらに可視光領域で

光吸収を示すため、新しい光触媒として

期待されている。MPHI の中でも、カリ

ウムを内包した KPHI は最も研究が進んで

いる。KPHIはエネルギーを蓄積し、暗状態

でも光触媒活性を示すユニークな性質を持

つ。1さらに、KPHI は、可視光照射によっ

て、フォトクロミズムや光伝導も示すことが報告されている。2しかし、未だ、それらのメ

カニズムについては、解明されておらず、不明な点が多い。特に、これらの現象における K

イオン(K+)の役割については、決定的な解釈が得られていない。そこで、本研究では、KPHI 

のフォトクロミズムのメカニズムを解明することを目的としている。まず、K+の役割を明ら

かにするために、KPHI 中の K+を H+に徐々に置換した試料の作製を試みた。その結果、適

切な処理を行うことによって、KPHI 中の K+の含有量を連続的に変化させた試料の作製に

成功した。そして、それらの試料の構造、化学状態、光学特性、電子構造、電気特性の詳細

な評価を行った。図 1に光照射による電気特性の変化を示す。K+の含有量が多い試料ほど、

高い光伝導性が現れることがわかる。これらの評価の結果、KPHIの諸物性には、光照射に

伴う K+の振る舞いが、重要な影響を与えていることがわかった。講演では、フォトクロミ

ズムのメカニズムに関する詳細な考察を行う。 
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Figure 1. (a) Photographs of the KδH3-δPHI-PMMA 

composite after irradiating a part of the surface with 

white light. (b) The electrical conductivity 𝝈 of KδH3-

δPHI-PMMA composite which is plotted against 𝜹. 

2023年第70回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2023 上智大学　四谷キャンパス+オンライン)18p-B409-1 

© 2023年 応用物理学会 11-439 12.3


